
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１３年９月１日               NO,３６７ 

 

 原新町（現在の西原 

新町あたり）が町とし 

て割立てられたのは、 

沼田城主３代の真田信 

政の時代で慶安元年（ 

１６４８）です。 

 西宮神社は、寛文６ 

年（１６６７）に小林 

民部が神職としての免 

状を付与されたのを機に、現在の場所に小祠を建て、西宮大神

を祀ったのがはじまりと伝えられています。 

 西宮神社は、本社よりの御神札を頒布し、「原町のエビス様」

として庶民から篤く信仰されてきました。 

                  西原新町の十二山神は、

明治時代に材木町の神

明宮に合祀されました

が、大正５年（１９１６）

疫病がはやり、原新町で

も患者が続出したこと

から、十二山神社を元の

場所に戻し、現在にいた

っています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
最
終
報
告
書
が
盛
り
込
ん
だ
消
費
税
大
増
税
と
一
体

で
お
こ
な
う
社
会
保
障
の
負
担
増
、
給
付
削
減
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

閣
議
決
定
さ
れ
た
骨
子
で
は
、
国
民
負
担
に
負
担
増
と
給
付
削
減
を
も
た
ら
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
目
白

押
し
で
、
ま
ず
は
じ
ま
る
の
が
７０
～
７４
歳
の
医
療
費
窓
口
負
担
が
１
割
か
ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
は
、

消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
４
月
か
ら
、
７０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人
た
ち
が
次
々
と
２
割
負

担
に
な
り
、「
要
支
援
１
・
２
」
の
人
た
ち
を
保
険
給
付
か
ら
外
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
居
を
「
要

介
護
３
」
以
上
に
限
る
な
ど
の
介
護
保
険
の
改
悪
は
、
再
来
年
（
２
０
１
５
年
）
に
実
行
す
る
計
画
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
づ
く
り
は
、
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
大
改
悪
を
な
ん
と

し
て
も
強
行
し
た
い
安
倍
政
権
の
執
念
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
道
理
な
き
安
倍
政
権
の

暴
走
は
、
国
民
と
の
間
に
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

           夏の全国高校野球で前橋育英高

校が優勝したことを受け、市役所

庁舎に市内出身の３選手の名前を

記した懸垂幕が掲げられていま

す。 

           白沢町と利根町の国道沿いに

は、それぞれの出身選手の名前を

記した看板も設置され、前橋育英

高校の優勝を祝っています。 

 白沢町の「新宿の森・沼田」で２５日、新宿の親子と

白沢町の人たちが下草刈りをおこないました。 

 新宿からの参加者は、２６ 

人の親子が参加しました。 

 今回の下草刈りでは、玉原 

湿原のハイキング、望郷の湯 

でのバーベキューなどの交流 

を楽しみました。 

 平成２４年度沼田市一般会計及び特別会計６件の歳入歳出決算の認定な

どを審議する、９月定例市議会が３日からはじまります。 

 一般質問は、６・９・１０日の３日間に９人の議員がおこない、大東議

員は、６日の３人目（午後２時頃から）におこないます。（大東議員の一般

質問の開始時間は、前後する場合があります） 

 大東議員の一般質問 

  ・市政運営について 

  ・社会保障制度改革国民会議の最終報告について 

  ・アニマルプラザについて 

                   望郷ラインから赤城山側の河岸段丘

や沼田市街地が一望できるビューポイ

ントに、より展望を楽しめるようにと高

台が設置されました。 

                   ビューポイントには、駐車場とトイ

レがすでに設置され、雨乞山への登山

口ともなっており、望郷ラインの利用

者の増加が期待されています。 


